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４ 「選択と集中」の徹底等 

（１）選択と集中 

関西広域連合として取り組むべき課題として、広域的展開により事業効果が構成府

県市全体に及ぶという観点から「選択と集中」を徹底し、これまでに取り組んできた

事業の評価・検証等を行い、当該年度の目標目的を明確に定め、構成団体との役割分

担、受益と負担、費用対効果、適切な事業期間や事業実施箇所等の観点から、「スク

ラップ・アンド・ビルド」を行い、事業の効率化、スリム化を徹底すること。 

（２）予算要求額の精査 

令和４年度に引き続き、事業の効率化を徹底し、適切な事業執行に相応しい予算と

するため、次に掲げる経費を除いた当初予算要求額については、留意事項を勘案した

上で、本部及び各分野事務局毎の令和４年度当初予算額を上限とすること。 

① ドクターヘリ関係、資格試験・免許関係等、特定財源を計上する経費 

② 関西パビリオンの設置運営にかかる経費 

③ 会計年度任用職員等人件費 

④ 財政調整基金積立金、公債費、予備費 

⑤ その他の人件費（報酬、謝金及びそれらに付随して支給する費用弁償） 

⑥ 固定費（事務所やコピー機等の借上料、追録代、システム等保守管理費、等） 

⑦ 生活費(光熱水費、通信運搬費、清掃委託料、手数料、等) 

⑧ 第５期広域計画に位置づけられる見込みの新規事業のうち、例外的に必要と認め

られる経費（連合委員会で方針決定された事業など、真にやむを得ないと認めら

れるものに限る） 

【留意事項】 

  ・引き続き会議や講習会等について、オンラインの活用をはじめとした開催方法の検

討や、廃止を含めた実施回数の見直しを行い、会場借上料、委託料、報酬・費用弁

償等の減額を図ること。 

  ・また、過去３年間の平均で、対当初予算執行率が低い事務局においては、事業執行

に相応しい予算額を要求すること。 

 



 

５ 参考（今後のスケジュール） 

 連合委員会 本部事務局 各分野事務局 連合議会 
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13日 

総務常任委員会 

（主要事業説明） 

 

11日 

全員協議会 

（見込議案説明） 

 

４日 

定例会 

（議決） 

 


